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論 文 内 容 の 要 旨

量子群は,Drinfeld･神保によって1985年に導入されて以来,2次元可解格子模型や結び目理論などにおける新しい対称

性を記述するものとして,近年盛んに研究されている｡ しかし,その表現を詳しく調べるには,量子群の良い基底を構成す

る必要がある｡ 有限次元量子群の場合には,実基底の積としてPBW 基底が構成されている｡ しかし,アフィン量子群の場

合は,虚基底の存在という困難のためsimply-1acedなアフィン量子群の場合にのみBeck-Chari-Pressleyによって構成さ

れたのみである｡

申請者は,主論文において,アフィン量子群A2(2)の整的pBW 型基底を構成した○しかも,この基底は Uql(A2(2))のZ

[q,q11]-formの基底 (整的な基底)にもなっており,またq-0において結晶基底ともなっている良い基底である｡

主論文においては,このような二つの良い性質をあわせもつ基底を次の3段階に別けて構成している｡

大雑把に言って,アフィン量子群のPBW 型基底は,実基底と虚基底のある順序による積として得られる｡ このうち実基

底は,アフィン量子群上-のBraid群の作用をもちいることにより容易に構成できる｡ しかし虚基底の構成は容易でない｡

虚基底として,Drinfeld基底のものと一致するものをまずとる｡ こうして得られた基底はQ(q)上の基底になっている｡ し

かし,これはアフィン量子群の Z[q,q11]-formの中に入ってはいるが,それを生成しない｡そこで次に,この虚基底を

修正して,Z[q,q~1]-form上の基底を構成する｡ こうして得られたものの積がZ[q,q-1]-form上の基底をなすのであ

るが,その証明にはこれらの基底間の交換関係をある程度知る必要がある｡

このようにして,実基底と修正された虚基底の積によりZ[q,q~1]-formの基底が得られるが,これは結晶基底となっ

ていない｡結晶基底となるような基底は,虚基底の積の一次結合によって得られる｡ その係数は,Schur多項式を幕和多項

式の一次結合で書き表したときの係数と丁度一致している｡これは,虚基底の余積の主要項が,対称関数のそれと一致する

ことによる｡ 従って,虚基底の余積を調べる必要がある｡

これ等を実行したのがこの主論文である｡

こうして得られた基底が結晶基底となることは,この基底がq-0において正規直交していることをもちいてみちびかれ

ている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

アフィン量子群は,2次元可解格子模型の研究の中から発見され,新しい対称性を記述する概念として多くの研究者の関

心をひいてきた｡申請者は,その有限次元表現などの研究をおこなってきた｡しかし,その表現論には,まだわからないこ

とが多い｡ひとつには,アフィン量子群の良い基底が得られていないことによる｡

アフィン量子群の導入法としては,Chevalley生成系によるものとDrinfeld生成系によるものの2つがある｡ この2つの

関係は,良くわかっていないところもある｡ しかも,通常のDrinfeld生成系はアフィン量子群のZ[q,q-1]-formの基底
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を与えない｡従って,Drinfeld生成系をもちいたのでは,整的な基底は得られない｡

simply-1acedなアフィン量子群の場合には,Drinfeld,Damiani,Beck,Chari-Pressley等によってPBW 型基底が研究さ

れ,最終的にBeck-Chari-Pressleyによって,それを修正することにより整的なPBW 型基底が得られた｡これは,Chari

-pressleyによるPBW 型基底に関する一連の仕事に依存している｡ しかし,simply-1acedでないアフィン量子群に対して

は,整的なPBW 型基底についてよくわかっていなかった｡

申請論文は,simply-1acedでないアフィン量子群の最も簡単な場合であるA(22)に対して,整的なPBW 型基底を構成し

たものである｡ このような良い基底は,量子群の大域基底やその表現の深い性質を調べるのに有効な手段を提供するととも

に,qが1の幕根となる場合に威力を発揮するものとおもわれる｡なお,この結果を用いれば,アフィン量子群A(221の良い
基底を得ることは,容易である｡

しかし,実基底,虚基底の交換関係やその余積の計算など,良い基底の構成には膨大な計算を要する｡

これを遂行してアフィン量子群A(22)の良い整的な基底を構成したことは,学位論文として充分な研究であると認められ

る｡

なお,本申請論文に報告されている研究業績を中心に関連する分野について試問した結果,合格と認めた｡
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